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6月10日～6月18日まで、福岡市議会６月定例会が開かれました。
井上まいは、一般質問に登壇し、本市の行政サービスを支える情
報システムやＤＸをテーマに質問をいたしました。今回の質問の概
要についてご紹介いたします。

市民のための行政DXを！
　本市は、全国でも早い段階からDX（デジタルトランスフォーメー
ション）に取り組んできた都市のひとつです。DXとは、デジタ
ル技術を活用してサービスや業務のあり方そのも
のを大きく変えていくこと。単なる電子化やIT導入ではな
く、社会や暮らしをより便利に、効率的に、そして誰もが使いやすく
変えていくことが目的です。たとえば、以前はビデオやCDを買っ
たりレンタルしていたのが、今ではインターネットで好きな時に映
画や音楽を楽しめる時代になりました。また、昔ながらの出前文化
も、今はアプリで注文・決済・配達まで一括ででき、利用の幅が広が
っています。行政も同じく、役所に行かなければできなかった手続
きが、スマホやオンラインで完結できるようになりつつあります。
　福岡市も2012年には、コンビニで住民票を取得できる仕組み
を全国に先駆けて導入しました。こうした取り組みは、スマホやデ
ジタルに強い人だけのためのものではありません。行政の省力
化を進め、福祉など人の力が必要な分野へ人員を重
点的に配置することも重要な目的です。
　私は今回の質問で、DXを支える情報システムの基盤から、市民サービスの利便性まで幅広く
取り上げました。その一つが「リモート窓口」事業についてです。これは区役所から離れた地域の
公民館などでも、ビデオ通話を使い区の職員とつながれる仕組みです。現在、城南区では堤公民
館で試行されていますが、現状は「相談のみ」の対応にとどまり、利用者はほとんどいません。
私は今回の質問の中で、相談対応だけでなく、必要な申請手続きもこの
リモート窓口で可能にするよう求めました。今後、公民館などが地域の身近な窓口と
して機能すれば、住む場所に左右されず、誰もが公平にサービスを受けられます。DXは、単に便
利にするだけでなく、地域間の格差をなくし、誰もが安心して暮らせる街づくりにもつながりま
す。これからも現場の声をもとに、使いやすく、実感できるDXを推進していきます。

令和７年第３回福岡市議会（６月定例会）にて
一般質問に登壇！

※DX（デジタルトランスフォーメーション）イメージ
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当日の
模様は動画でも
ご覧いただけ
ます！

　SNSで「唐揚げが1個だけの給食写真」が拡散さ
れ、福岡市の学校給食が全国的に注目されました。
市長の「私もショックでしたし、寂しい思いにもなっ
た」という発言も報じられましたが、6月議会におい
て私が所属する「教育こども委員会」では冷静な議
論が行われました。
　写真で話題になった日のメニューは、大きめの唐
揚げが一つですが、汁物の中に多くの具材が使われ
ており、全体的には必要な栄養基準は満たされてい
ます。給食提供での最大の責務は安全な給食を
提供すること。調理の現場では、食中毒防止のた
めに様々なルールや規制があり、食材については必
ず決まった温度での過熱が必須になりますので、生
野菜などは提供できません。また、夏場はさらに厳
しく、今回の唐揚げの提供さえ、夏場は調理ができ
ないため年に３回程しか提供されていません。日頃
から限られた時間・人員・予算の中で努力を重ねる
栄養教諭や調理員の皆さんには感謝の気持ちでい
っぱいです。
　また、福岡市の給食は、地元産の野菜や質の高い
食材を重視しておりますが、そうするとコストが高く
なってしまいます。現在の給食単価（保護者負担）は
小学校で1食約243円、中学校で約289円
ですが、物価高騰を受け、ここ数年は市が毎年
12億円規模の予算を追加し、保護者負担を
増やさず質を維持してきました。さらに、今年
度から段階的に給食無償化も始まり、2学期から保

護者の負担はゼロになります。
　今回、教育委員会が進めている「有識者の意見聴
取」も、今回の報道を受けた対応ではなく、もともと
無償化を機に給食の質やあり方を見直す計画の一
環です。SNSで一部の情報が広まる一方、現場から
は「市長の発言はショックだった」「努力が正しく伝わ
ってほしい」という声や、子どもたちからも「唐揚げ
なくなっちゃうの？やめないで！」という声もあがって
います。
　今後必要なのは、安心や栄養面はもとより
「見た目」「ボリューム」「質」のどこを重視す
るのか、また現在の給食予算自体が適正な
のかという、様々な角度からの議論です。
質量ともに確保するためにどこまで予算を投じるの
か、市長も『必要なら予算増も』と表明しており、
議会としても冷静に検証していく必要があります。
私はこれからも教育こども委員会の委員として、
子どもたちが安心しておいしく給食を楽しめる環境
づくりを推進していきます。

福岡市学校給食公社ＨＰより

福岡市の学校給食について
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